
１１月１３日（金）

Ⅳ期まとめの生徒集会

Ⅳ期は 10 月 12 日から 11 月 13 日までの約 1 ヶ月間。「つなぎ高める―

前期役割を引き継ぎ、仲間と共に、活動を高める―」を目標に、生活委員会

と図書委員会が重点委員会となって取り組みました。

スタート活動では、全員そろって気もちよく

一日をスタートさせたいという思いから「ア

タック８」とネーミングされた取り組みをス

タートさせました。

朝 8 時からの朝読書を全員で取り組むこと

に課題があった北中ですが、一人一人の意識の向上、仲間からの励ましや働

きかけがあって、徐々に成果があらわれてきました。学級という組織、仲間

という存在を改めて考えることができました。

図書委員会は、朝読書や配膳読書の充実に

取り組みました。生活委員会は、言葉遣いに

ついての意識の向上について取り組みまし

た。読書も言葉遣いも、「できるか、できない

か」ではなく、「やるか、やらないか」です。

力の問題ではなく、意識の問題だと言え

るでしょう。

どちらも取り組んだ成果は確実に見ら

れました。生徒たちが、自分たちの生活

を、自分たちの手で改善することは「自

治の力」と言えます。問題は、取り組み

が終わっても、よい状態を維持していくことです。

集会の後半では、「仲間に応える」「仲間と共に」の部分がⅤ期の課題であ

ると示されました。「姿で魅せる」のⅤ期にも期待がかかります。


